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クラシックにふれよう

音楽を読む

この物語の主人公は、新生学園大学付属高校音楽科でチェロを専攻する津島サトル君。恋
に友情に高校生活は青春でキラキラとしており、その中には沢山の音楽も登場します。
今回紹介する１曲目は、彼がオーケストラ発表会で演奏することになる曲です。チャイコフス
キー作曲の『白鳥の湖』より「情景」。この曲はとても有名で、白鳥の湖というと、この曲を思
い浮かべる人が多いのではないでしょうか。
オーケストラの練習は想像以上に厳しく、１つに合わせる合奏の難しさ、また楽しさが文章か
ら伝わってきます。
また小説ではヴァイオリンの南枝里子さんと、ピアノの先生とのトリオが結成されます。この
３人で演奏した曲が、２曲目に紹介するメンデルスゾーンの『ピアノ三重奏曲第１番』です。低
音のチェロから始まり、ピアノとヴァイオリンが加わり情熱的でドラマティックなメロディが奏
でられます。
作中では、ホームコンサートをひらいて披露されるのですが、トリオの協奏はそれぞれの楽器
の美しい音、そして合わさったハーモニーが聞こえてくるような見どころのある場面です。
ページをめくるたびに、登場する曲を実際に聴いてみたくなる一冊。この物語は３巻まで続
きます。皆さんも本を片手に、登場する音楽を聴いてみてはいかがですか。

『フィンランディア』 シベリウス(スタッフ・K）
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フィンランドの作曲家シベリウスの代表作『フィンランディア』は、ロシア支配の圧政に苦しんでいた19世紀末のフィン
ランドで生まれました。独立運動が高まるなか、愛国心を鼓舞する劇のために書かれた音楽を改訂した作品がこの曲で
す。雪と氷に覆われた厳しい自然、森と湖が織りなす雄大な風景が力強く描かれているかのような旋律のなかで、その
美しい自然と祖国への深い愛が高らかに響きわたります。当時の人々はこの曲に勇気と希望を託し、やがて独立運動
の象徴となる一曲になりました。作曲家として苦悩していたシベリウス自身にとっても、創作の喜びと自信を取り戻す
転機となった作品です。彼はこの曲を通じて国民の心を結びつける存在となり、現在ではフィンランドで最も偉大な音
楽家として広く敬愛されています。

ナクソスに
ログインして
アクセス！

『フィンランディア』がうまれた背景を感じつつ、ナクソスで多彩な演奏を聴いて
みてはいかがでしょうか。カラヤンは『フィンランディア』を5回も録音している
そうです。ナクソスで聴き比べてみるのもいいですね。

ナクソスに
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『船に乗れ！ ①合奏と協奏』

（スタッフ・W）
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演奏する側からのアプローチを読んでいると、いつもとは違って聴こえそうです
ね。どちらもチェロの音色が印象的な2つの曲はナクソス・ミュージック・ライブラ
リーでもお聴きいただけます。美しい旋律と共に読書をお楽しみください。

編集担当のひとこと

今年も暑い毎日が続いています。室内でクラシック音楽とともに涼みませんか？
図書館のデータベースパソコンまたご家庭のパソコンでナクソス・ミュージック・ライブラリーがお楽しみいただけま
す。「マイナス5℃のアダージョ」というタイトルのプレイリストでは体感温度が下がっていく夏向けの音楽を集めてい
ます。是非ご利用ください。

夏 の 日 々 に ク ラ シ ッ ク を ♪


	スライド 22

